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一
九
九
八
（
光
緒
二
十
三
）
年
、
湖
江
総
督
の
張
之
洞
の
著
作
『
勧
学
篇
』
に
触
発
さ
れ
、
日
本
陸
軍
や
そ
の
他
の
教
育
機
関
へ
の

清
国
留
学
生
派
遣
が
本
格
化
し
た
︒
こ
れ
を
機
に
、
銭
恂
（
一
八
五
三
~
一
九
二
七（
１
））
が
留
学
生
監
督
に
任
じ
ら
れ
、
妻
の
単
士
釐
（
一

八
五
八
~
一
九
四
五（
２
））
は
、
翌
年
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
︒
さ
ら
に
そ
の
翌
春
、
子
の
銭
稲
孫
（
一
八
八
七
~
一
九
六
六（
３
））
ら
も
来
日

し
、
日
本
で
学
び
始
め
た
︒
単
士
釐
は
、
さ
っ
そ
く
日
本
語
を
習
得
し
て
翻
訳
に
も
挑
戦
し
、
一
方
で
複
数
の
日
本
人
女
性
と
も
交
流

し
て
詩
文
を
綴
っ
た
︒
一
九
〇
三
年
春
、
単
士
釐
は
夫
と
と
も
に
ロ
シ
ア
、
欧
州
へ
赴
く
︒
中
国
人
女
性
初
の
海
外
旅
行
記
『
癸
卯
旅

行
記
』
は
こ
の
と
き
の
記
録
で
あ
る
︒
単
士
釐
は
、
そ
の
後
も
一
九
〇
六
年
秋
の
離
任
ま
で
、
夫
と
と
も
に
本
国
と
日
本
の
間
を
往
復

し
た
︒

単
士
釐
と
下
田
歌
子
（
一
八
五
四
~
一
九
三
六
）
と
の
縁
は
、
単
士
釐
の
子
女
の
実
践
女
学
校
入
学
に
は
じ
ま
る
︒
二
人
の
関
係
は
、

こ
れ
ま
で
、
主
に
教
育
学
や
女
性
学
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
︒
本
稿
で
は
、
単
士
釐
の
詩
及
び
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の

書
簡
数
点
よ
り
、
さ
ら
に
こ
ま
や
か
に
交
流
の
軌
跡
を
辿
っ
て
み
た
い
︒

一　

下
田
歌
子
と
清
国
女
子
留
学
生
受
入
に
つ
い
て
（
概
観
）

は
じ
め
に
、
先
行
研
究（
４
）を
も
と
に
下
田
歌
子
及
び
実
践
女
学
校
と
清
国
女
子
留
学
生
と
の
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
︒

下
田
歌
子
（
原
名
=
平
尾
鉐
）
は
、
美
濃
国
岩
村
藩
（
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
）
の
勤
皇
の
藩
士
、
平
尾
鍒
蔵
の
長
女
と
し
て
生
ま

稲

森

雅

子

単
士
釐
一
家
と
下
田
歌
子
と
の
交
流
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れ
た
︒
母
方
の
祖
父
東
条
琴
台
（
一
七
九
五
~
一
八
七
八
）
も
、
当
時
活
動
的
な
儒
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た（

５
）︒
歌
子
は
、
幼
少
よ
り
漢

学
に
親
し
み
、
十
八
歳
よ
り
宮
中
に
出
仕
し
て
皇
后
に
近
仕
し
た
︒
一
八
七
九
年
、
下
田
猛
雄
（
一
八
四
八
~
八
四
）
と
の
結
婚
に
伴

い
辞
職
し
た
が
、
一
八
八
二
年
に
桃
夭
学
校
を
開
き
、
夫
を
亡
く
し
た
翌
一
八
八
五
年
、
華
族
女
学
校
の
開
校
に
伴
い
同
校
教
授
と
な

る
︒
一
八
九
三
年
九
月
よ
り
皇
女
教
育
視
察
の
た
め
欧
州
へ
約
二
年
間
留
学
し
、
西
洋
と
東
洋
の
女
性
観
の
違
い
に
衝
撃
を
受
け
て
帰

国
し
た
︒
一
八
九
八
年
に
女
子
教
育
の
振
興
を
目
指
し
、
帝
国
婦
人
会
と
実
践
女
学
校
を
創
設
す
る
︒
間
も
な
く
、
教
職
員
ら
と
と
も

に
、
早
稲
田
大
学
留
学
生
の
戢
翼
翬
（
一
八
七
八
~
一
九
〇
八
）
よ
り
中
国
語
を
学
び
始
め
た
が
、
下
田
歌
子
は
と
り
わ
け
習
得
が
速

か
っ
た
と
い
う（

６
）︒

受
講
者
の
一
人
、
辺
見
勇
彦
は
上
海
に
渡
り
、
一
九
〇
一
年
に
戢
翼
翬
ら
と
と
も
に
作
新
社
を
興
し
て
、
雑
誌
『
大

陸
』
の
発
行
や
下
田
歌
子
著
作
な
ど
の
翻
訳
出
版
を
始
め
た（

７
）︒

一
九
〇
一
年
の
秋
、
開
校
間
も
な
い
実
践
女
学
校
に
一
人
の
中
国
人
女
性
が
入
学
す
る
︒『
下
田
歌
子
先
生
伝
』
は
、
次
の
よ
う
に
記

す
︒　

明
治
三
十
四
年
、
辛
丑
の
歳
、
一
人
の
清
國
女
學
生
が
、
ゆ
く
り
な
く
も
麹
町
元
園
町
の
校
舎
に
入
學
し
た
︒
彼
女
は
最
初
そ

の
父
兄
に
伴
は
れ
て
日
本
に
來
り
、
次
い
で
、
特
に
校
長
下
田
歌
子
先
生
の
名
を
慕
ひ
、
日
本
で
の
完
全
な
女
子
敎
育
を
受
け
た

い
た
め
に
、
意
を
決
し
て
身
を
實
踐
學
園
に
寄
せ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
す
で
に
日
本
語
も
相
當
に
話
せ
る
し
、
技
藝
の
敎
授
を
受

く
る
點
に
於
い
て
は
、
格
別
他
の
生
徒
と
變
は
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
︒ 

  （
三
九
三
頁
）

実
名
は
な
い
が
、
こ
の
女
学
生
は
、
単
士
釐
の
長
男
銭
稲
孫
の
妻
包
豊
保
（
一
八
八
三
年
生
）
と
さ
れ
て
い
る（

８
）︒
こ
れ
以
降
、
単
士
釐

と
下
田
歌
子
の
交
流
も
始
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒
実
践
女
学
校
は
、
翌
年
七
月
、
さ
ら
に
清
国
人
女
子
四
名
を
受
け
入
れ
て
特
設
課
程

「
清
国
女
子
速
成
科
」
を
設
け
た（

９
）︒

包
豊
保
は
、
一
九
〇
四
年
七
月
、
陳
彦
安（
（1
（

と
と
も
に
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
た
︒
こ
の
と
き
の
卒

業
式
は
、
楊
枢
清
国
公
使
や
東
久
世
通
禧
枢
密
院
副
議
長
は
じ
め
多
く
の
来
賓
が
招
か
れ
て
盛
大
に
催
さ
れ
た
と
い
う（

（1
（

︒
一
九
〇
五
年

に
実
践
女
学
校
は
「
清
国
留
学
生
部
」
を
設
置
、
多
く
の
中
国
人
女
子
留
学
生
が
学
ん
だ
（
~
一
九
二
二
年
）︒
こ
の
一
群
の
中
に
、
秋

瑾
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
︒
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二　

先
行
研
究
に
よ
る
判
明
事
項
と
問
題
点

単
士
釐
と
下
田
歌
子
の
関
係
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
最
も
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
下
田
歌
子
『
新
撰
家
政
学
』（
金
港
堂
書
籍
、
一

九
〇
〇
年
）
を
単
士
釐
が
漢
訳
し
、
出
版
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
銭
単
士
釐
訳
『
家
政
学
』
は
、
中
国
国
家
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
出
版
社
及
び
出
版
年
の
記
載
は
な
い
が
、
銭
恂
に
よ
る
一
九
〇
二
（
光
緒
二
十
八
）
年
五
月
の
序
文
が
あ

る
と
す
る
︒
こ
の
ほ
か
、
復
旦
大
学
図
書
館
に
も
同
書
二
組
（
筆
者
未
見
）
が
あ
る
が
、
う
ち
一
組
は
、
一
九
〇
三
年
刊
と
さ
れ
る（

（1
（

︒

な
お
、
本
書
は
、
管
見
の
限
り
日
本
国
内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
︒

次
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
、
単
士
釐
の
詩
「
丙
午
秋
留
別
日
本
下
田
歌
子（
（1
（

」
で
あ
る
︒
こ
れ
は
、
単
士
釐
が
一
九
〇
六
年
の
秋
、

日
本
を
離
れ
る
に
あ
た
り
に
下
田
歌
子
へ
贈
っ
た
七
言
律
詩
で
あ
る
︒
先
行
研
究
で
は
、
面
識
を
得
た
時
期
や
二
人
の
関
係
を
推
認
す

る
材
料
と
し
て
、
詩
の
原
文
の
み
、
あ
る
い
は
意
訳
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
︒

さ
ら
に
、『
癸
卯
旅
行
記
』（
東
京
・
同
文
印
刷
舎
、
一
九
〇
四
年
）
の
一
部
分
は
、
単
士
釐
が
下
田
歌
子
の
教
育
方
針
に
賛
同
し
て

い
た
証
左
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る（

（1
（

︒
単
士
釐
、
銭
恂
夫
妻
は
、
包
豊
保
を
関
西
ま
で
同
伴
し
て
各
地
を
見
聞
し
、
包
豊
保
が
単
身
東

京
へ
戻
る
前
日
、
母
単
士
釐
は
、
実
践
女
学
校
で
学
ぶ
姿
勢
に
つ
い
て
諭
し
た
︒
さ
ら
に
、
同
校
幹
事
の
時
任
竹
子
に
包
豊
保
を
新
橋

駅
ま
で
迎
え
に
来
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
（
旧
暦
二
月
二
十
二
、
二
十
三
日（
（1
（

）︒

昨
年
、
董
秋
艶
氏
は
教
育
史
の
立
場
か
ら
「
清
末
中
国
に
お
け
る
日
本
の
女
子
教
育
情
報 

―
下
田
歌
子
の
『
新
選
家
政
学
』（
一

九
〇
〇
年
）
の
中
国
語
翻
訳
書
に
着
目
し
て
―
」（『
教
育
基
礎
学
研
究
』
第
一
八
巻
、
九
州
大
学
教
育
基
礎
学
研
究
会
、
二
〇
二
一

年
、
三
七
~
五
一
頁
︒
以
下
「
董
氏
論
文
」
と
略
称
）
に
お
い
て
、
下
田
歌
子
が
単
士
釐
及
び
張
之
洞
と
み
ら
れ
る
人
物
に
宛
て
た
書

簡
の
原
稿
（「
清
国
知
友
宛
書
簡
」
所
収
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
）
を
取
り
上
げ
、
単
士
釐
と
下
田
歌
子
と
の
交
流
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
、
両
者
の
関
係
を
知
る
重
要
な
指
摘
で
あ
る
︒
そ
こ
で
筆
者
も
ま
た
、
同
館
よ
り
こ
れ
ら
の
複
写
を
取
寄
せ
、

二
人
の
交
流
を
、
以
下
つ
ぶ
さ
に
検
証
し
た
の
が
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
︒

単
士
釐
一
家
と
下
田
歌
子
と
の
交
流
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三　

単
士
釐
「
丙
午
秋
留
別
日
本
下
田
歌
子
」

詩
題
が
示
す
と
お
り
、
一
九
〇
六
年
（
=
丙
午
）
秋
に
単
士
釐
が
日
本
を
離
れ
る
に
あ
た
り
、
下
田
歌
子
へ
贈
っ
た
詩
で
あ
る
︒
残

念
な
が
ら
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
に
本
詩
に
関
す
る
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
以
下
に
全
文
を
示
す
︒

　
　
　
　

丙
午
秋
留
別
日
本
下
田
歌
子
（
丙
午
の
秋　

日
本
下
田
歌
子
に
留
別
す
）

六
載
交
情
幾
溯
洄　
　
　

六
載
の
交
情　

幾い
く

た
び
か
溯
洄
す
れ
ば

一
家
幸
福
荷
栽
培　
　
　

一
家
の
幸
福　

栽
培
を
荷
は
る
る
に
あ
り

　
　
　

長
子
婦
包
豐
子
於
實
践
女
學
校
畢
業
（
長
子
の
婦　

包
豊
子　

実
践
女
学
校
に
業
を
畢
ふ
）

扶
持
世
教
垂
名
作　
　
　

扶
持
の
世
教
は
垂
名
の
作
な
る
も

傳
播
徽
音
愧
譯
才（
（1
（
　
　
　

徽
音
を
伝
播
す
る
に
訳
才
を
愧
ず

　
　
　

曾
譯
君
所
著
家
政
學
付
刊
（
曽
て
君
の
著
す
所
の
『
家
政
学
』
を
訳
し
て
刊
に
付
す
）

全
國
精
神
基
女
學　
　
　

全
国
の
精
神　

女
学
に
基
き

鄰
邦
風
氣
賴
君
開　
　
　

隣
邦
の
風
気　

君
に
頼
り
て
開
け
り

驪
歌
又
唱
陽
關
曲　
　
　

驪
歌
し
て　

又　

陽
関
の
曲
を
唱
は
ば

海
上
三
山
首
重
迴　
　
　

海
上
の
三
山　

首か
う
べ重
ね
て
迴
ら
す

冒
頭
の
「
六
載
交
情
」
は
、
包
豊
保
が
一
九
〇
一
年
に
実
践
女
学
校
に
入
り
、
両
者
が
知
己
を
得
た
こ
と
を
裏
付
け
る
だ
ろ
う
︒
次
い

で
、「
包
豊
子
」
こ
と
包
豊
保
が
実
践
女
学
校
で
学
び
終
え
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
︒
第
二
聯
は
「
扶
持
世
教
」
す
な
わ
ち
『
家
政

学
』
の
訳
書
刊
行
に
つ
い
て
触
れ
る
︒
後
世
に
名
を
残
す
作
と
讃
え（

（1
（

、
自
ら
の
翻
訳
能
力
を
愧
じ
る
︒
第
三
聯
は
下
田
歌
子
の
女
子
教

育
事
業
へ
の
賛
辞
を
記
す
︒
最
終
聯
は
日
本
を
離
れ
る
情
を
詠
む
︒
最
終
句
の
「
三
山
」
は
、『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
見
え
る
三
神
山

（
蓬
萊
、
方
丈
、
瀛
洲
）
に
拠
り
、
こ
こ
で
は
日
本
を
指
す
だ
ろ
う（

（1
（

︒
別
れ
の
歌
（「
驪
歌
」）
と
し
て
、
有
名
な
「
陽
関
曲
」
こ
と
王
維
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「
送
元
二
使
安
西
（
元
二
の
安
西
に
使
ひ
す
る
を
送
る
）」
詩
を
朗
唱
し
、
船
上
よ
り
何
度
も
日
本
を
振
り
返
る
さ
ま
を
表
現
し
た
︒
単

士
釐
は
、
一
家
の
受
け
た
恩
恵
と
交
流
の
成
果
物
た
る
翻
訳
書
を
織
り
込
み
つ
つ
、
下
田
歌
子
に
対
す
る
感
謝
の
念
と
惜
別
の
情
を
伝

え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
六
年
間
、
二
人
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
以
下
、
実
践
女
子
大
学
図

書
館
所
蔵
資
料
を
も
と
に
、
そ
の
軌
跡
を
探
っ
て
み
た
い
︒

四　

実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
清
国
知
友
宛
書
簡
」

実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
清
国
知
友
宛
書
簡
」
は
、
本
文
全
五
丁
か
ら
な
る
手
筆
の
草
稿
で
、
日
付
の
記
載
は
な
い
︒
標
題
①

「
回
李
君
宗
棠
」（
一
丁
表
）、
②
「
回
銭
夫
人
」（
二
丁
表
）、
③
「
再
白
」（
二
丁
裏
）、
④
「
呈
張
君
」（
三
丁
表
~
四
丁
表
）、
⑤
「
別

啓
」（
四
丁
裏
）、
⑥
「
呈
銭
夫
人
」（
五
丁
表
）、
⑦
「
回
銭
夫
人
」（
五
丁
表
、
裏
）
の
七
点
か
ら
成
る
︒
標
題
の
宛
先
人
は
、
李
宗
棠

①（
（1
（

、
銭
夫
人
②
⑥
⑦
、
張
氏
④
の
三
名
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
、
先
に
董
氏
論
文
に
紹
介
さ
れ
た
②
~
④
・
⑦
に
加
え
、
⑤
⑥
の
計
六
書

簡
稿
を
対
象
と
し
、
順
に
全
文
を
示
し
、
時
期
や
宛
先
人
等
を
検
討
す
る
（
句
読
点
、
字
体
等
は
原
文
に
拠
る
︒
以
下
同
）︒

②
回
銭
夫
人
（
銭
夫
人
に
回か
へ

す
）

 

再
辱
華
牘
︒
辞
旨
懇
篤
︒
感
荷
々
々
︒
令
娘
體
軀
頗
健
︒
强
学
不
懈
︒
近
来
尤
見
進
歩
︒
欣
慰
何
如
︒
貴
国
一
遊
之
件
︒
妹
平
生
尤

所
希
望
︒
但
前
月
中
︒
被
命
太
子
妃
輔
導
之
職
︒
繁
忙
更
加
︒
今
也
乞
休
暇
︒
多
不
過
一
月
︒
以
故
不
能
悠
々
遊
観
、
如
素
志
︒
然

北
京
︒
則
必
欲
一
往
︒
爾
時
當
携
令
娘
去
︒
張
氏
夫
妻
︒
別
呈
一
書
︒
幸
煩
轉
達
︒
又
承
︒
貴
良
人
有
辞
職
之
意
︒
想
應
事
情
有
萬

不
得
已
︒
但
為
邦
家
︒
暫
忍
耐
︒
待
奏
功
︒
何
如
︒
他
附
後
鴻
︒
匆
々
不
宜
︒

 

（ 

再
び
華
牘
を
辱
く
す
る
に
、
辞
旨　

懇
篤
な
り
︒
感
荷
々
々
︒
令
娘　

体
躯
頗
る
健
な
り
︒
強
学
懈
ら
ず
、
近
来
尤
も
進
歩
を
見

る
︒
欣
慰　

何
如
︒
貴
国
一
遊
の
件
、
妹
の
平
生
尤
も
希
望
す
る
所
な
り
︒
但
だ
前
月
中
、
太
子
妃
輔
導
の
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
繁

忙
更
に
加
は
れ
り
︒
今
也
た
休
暇
を
乞
ふ
も
、
多
く
と
も
一
月
を
過
ぎ
ず
︒
故
を
以
て
悠
々
と
し
て
遊
観
す
る
能
は
ず
︒
素
志
の

如
く
ん
ば
、
然
れ
ど
も
北
京
に
は
、
則
ち
必
ず
一
往
せ
ん
と
欲
す
︒
爾
時　

当
に
令
娘
を
携
へ
て
去
く
べ
し
︒
張
氏
夫
妻
、
別
に

単
士
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下
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一
書
を
呈
す
︒
幸
く
は
転
達
を
煩
は
さ
ん
︒
又　

承
る
に
、
貴
良
人
に
辞
職
の
意
有
り
と
︒
想
ふ
に
応
に
事
情
の
万
已
む
を
得
ざ

る
こ
と
有
る
べ
し
と
︒
但
だ
邦
家
の
為
、
暫
し
忍
耐
し
、
奏
功
を
待
つ
は
、
何
如
︒
他
は
後
鴻
に
付
さ
ん
︒
匆
々
不
宜
）

董
氏
論
文
で
は
、
こ
の
書
簡
稿
の
時
期
を
「
一
九
〇
三
年
の
夏
休
み
前
」
と
推
測
す
る（

（2
（

︒
し
か
し
、『
癸
卯
旅
行
記
』
に
よ
れ
ば
、
単
士

釐
は
一
九
〇
三
年
三
月
十
五
日
に
東
京
を
発
ち
、
五
月
二
十
六
日
に
ロ
シ
ア
帝
国
の
首
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
到
着
し
て
い
る
︒

下
田
歌
子
は
、
遠
国
ロ
シ
ア
に
い
る
単
士
釐
へ
、
わ
ざ
わ
ざ
在
清
国
の
張
氏
宛
て
書
簡
の
転
送
を
依
頼
す
る
だ
ろ
う
か
︒

書
簡
冒
頭
で
「
令
嬢
」
包
豊
保
の
様
子
を
報
告
し
た
あ
と
、「
貴
国
一
遊
之
件
︒
妹
平
生
尤
所
希
望
」
と
中
国
訪
問
の
希
望
を
記
す
︒

『
下
田
歌
子
先
生
伝
』
は
、
巻
末
「
年
譜
」
一
九
〇
二
年
七
月
の
項
に
「
渡
支
の
計
畫
あ
り
」
と
あ
る
︒
ま
た
、
文
中
の
「
太
子
妃
」
は
、

節
子
大
正
天
皇
妃
を
指
す
︒
節
子
妃
は
、
一
九
〇
一
年
に
十
六
歳
の
若
さ
で
迪
宮
裕
仁
親
王
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
を
出
産
、
ま
も
な

く
第
二
子
を
懐
妊
し
た
︒
原
武
史
『
皇
后
考
』（
講
談
社
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
当
時
節
子
妃
は
精
神
的
不
調
が
強
ま
っ
て
い
た
と
し
、

関
係
者
資
料
を
も
と
に
「
こ
の
と
き
、
皇
后
美
子
の
分
身
と
し
て
動
い
た
の
が
下
田
歌
子
で
あ
っ
た
︒
一
九
〇
二
年
五
月
二
十
三
日
、

下
田
は
節
子
に
会
い
︙
︙
五
月
三
十
日
、
六
月
六
日
、
六
月
十
三
日
に
も
下
田
は
節
子
に
会
っ
て
い
る
」（
同
書
一
六
四
~
一
六
五
頁
）

と
詳
述
し
た
︒
こ
の
状
況
も
ま
た
、
本
書
簡
の
内
容
と
符
合
す
る
︒
さ
ら
に
、
文
末
の
一
文
よ
り
、
単
士
釐
が
銭
恂
の
辞
意
を
下
田
歌

子
に
伝
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒『
癸
卯
旅
行
記
』
に
は
「
外
子
雅
不
欲
再
聞
鄂
事
︐
去
歳
已
堅
堅
辭
絕
（
外
子
雅
︹
決
し
て
︺
再
び

︹
二
度
と
︺
鄂
事
︹
湖
北
省
の
政
治
や
軍
事
︺
を
聞
く
︹
関
与
す
る
︺
を
欲
さ
ず
、
去
歳
︹
一
九
〇
二
年
︺
已
に
堅
々
︹
堅
く
︺
辞
絶
せ

り（
（2
（

）」
と
あ
り
、
銭
恂
が
張
之
洞
幕
下
を
辞
し
た
の
は
、
一
九
〇
二
年
と
記
す
︒

こ
の
よ
う
に
書
簡
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
一
九
〇
二
年
の
出
来
事
と
一
致
す
る
︒
銭
恂
は
、
同
年
五
月
中
旬
は
東
京
、
八
月
初
め
は

上
海
に
在
り
、
十
一
月
中
旬
に
再
来
日
し
て
お
り（

（2
（

、
単
士
釐
も
同
道
し
た
と
思
わ
れ
る
︒
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
簡
は
、
一
九
〇
二

年
六
月
前
後
、
東
京
に
居
る
単
士
釐
宛
て
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
︒

③
再
白
（
再
び
白の

ぶ
）

拙
著
家
政
学
︒
既
經
高
手
翻
譯
︒
以
頒
之
貴
友
︒
知
己
之
感
︒
實
所
叩
謝
︒
但
是
蕪
稿
無
可
観
︒
得
不
赧
然
乎
︒

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
一
号

100



　

年
月
日

 
（ 
拙
著
家
政
学
、
既
に
高
手
の
翻
訳
を
経
、
以
て
之
を
貴
友
に
頒
つ
︒
己
を
知
る
の
感
、
実
に
叩
謝
す
る
所
な
り
︒
但
だ
是
れ
蕪
稿

の
観
る
べ
き
も
の
無
く
、
赧
然
た
ら
ざ
る
を
得
ん
や
︒
年
月
日
）

『
家
政
学
』
翻
訳
完
成
と
頒
布
へ
の
謝
辞
で
あ
る
︒
董
氏
論
文
で
は
、
こ
れ
を
④
「
呈
張
君
」
の
付
録
と
し
、「
作
新
社
か
ら
出
版
さ
れ

た
『
新
編
家
政
学
』
を
張
（
=
之
洞
、
筆
者
注
）
に
謹
呈
す
る
目
的
も
あ
っ
た
」
と
す
る（

（2
（

が
、
②
文
末
に
「
他
附
後
鴻
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
③
は
②
の
追
伸
の
可
能
性
が
高
い
︒
さ
ら
に
、「
年
月
日
」
は
、
③
⑤
の
後
方
に
の
み
あ
る
︒
よ
っ
て
、
②
と
③
を
単
士
釐
宛
一

組
、
④
と
⑤
を
「
張
君
」
宛
一
組
、
と
見
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
︒

次
に
、
単
士
釐
訳
『
家
政
学
』
の
銭
恂
序
の
時
期
は
、
先
述
の
と
お
り
、
ほ
ぼ
符
合
す
る
︒
他
方
、
作
新
社
翻
訳
書
の
出
版
は
一
九

〇
二
年
十
月
十
六
日
（
旧
暦（
（2
（

）
で
、
上
述
の
推
測
よ
り
四
ヶ
月
遅
い
︒
以
上
二
点
よ
り
「
高
手
」
の
翻
訳
者
は
単
士
釐
と
な
る
︒

ま
た
、
一
連
の
書
簡
稿
で
「
貴
」
は
相
手
へ
の
敬
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
頒
つ
「
貴
友
」
は
単
士
釐
の
友
人
だ
ろ
う
︒

④
呈
張
君
（
張
君
に
呈
す
）

 

下
田
歌
子
再
拜
白
︒
張
君
及
夫
人
閣
下
︒
往
年
辱
過
訪
︒
篳
門
生
光
輝
︒
感
々
︒
近
来
銭
氏
女
︒
来
寓
敝
塾
︒
因
得
晤
銭
夫
人
、
仄

聞
貴
夫
人
学
問
浩
博
、
文
思
秀
發
︒
妹
欽
慕
不
能
措
︒
託
銭
氏
︒
謹
呈
一
書
︒
文
字
拙
陋
︒
言
不
盡
意
︒
幸
諒
之
︒
夫
尊
大
人
督
台
︒

賢
名
夙
鳴
于
敝
邦
︒
督
台
鋭
意
講
日
進
之
学
︒
使
貴
弟
学
于
敝
邦
︒
且
其
規
画
学
政
︒
井
整
有
法
︒
文
運
隆
々
日
上
︒
是
可
賀
也
︒

頃
又
聞
︒
貴
国
女
生
徒
︒
游
学
於
敝
邦
、
及
歐
洲
諸
国
︒
逐
次
加
多
︒
是
尤
可
賀
也
︒
但
此
時
︒
有
不
可
不
加
意
者
︒
蓋
少
年
学
生
︒

徒
眩
他
邦
之
華
︒
忘
本
国
之
實
︒
則
本
末
失
序
︒
主
客
易
位
︒
妹
謂
︒
東
洋
女
徳
之
美
︒
冠
絶
宇
内
︒
古
今
史
籍
︒
所
傳
︒
班
々
可

観
︒
然
而
風
氣
所
鼓
︒
未
必
無
誤
本
末
主
客
者
︒
故
妹
常
以
為
︒
今
日
任
女
子
教
育
者
︒
主
東
洋
女
徳
之
美
︒
加
以
西
歐
科
学
之
智
︒

彼
此
混
和
︒
長
短
相
濟
︒
得
失
互
補
︒
則
文
質
彬
々
︒
必
有
可
観
︒
而
任
此
責
者
︒
以
有
徳
望
、
有
勢
力
者
︒
為
最
宜
︒
而
首
設
家

塾
︒
開
其
端
緒
︒
次
聘
賢
女
師
︒
以
建
女
学
︒
而
定
他
日
興
高
等
女
学
之
基
礎
︒
是
即
為
今
日
之
急
務
︒
夫
貴
国
之
富
强
與
開
明
︒

関
於
亜
細
亜
全
局
之
興
隆
︒
故
妹
雖
不
肖
︒
欲
舉
一
身
、
竭
之
教
育
、
以
答
国
家
興
女
学
之
盛
意
︒
獨
奈
才
㣲
而
任
重
︒
公
之
︒
今

単
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也
監
於
華
族
女
学
︒
兼
帯　

皇
太
子
妃
、
及
内
親
王
輔
導
之
大
任
︒
私
之
︒
兼
長
於
帝
国
婦
人
協
會
、
及
實
践
女
学
︒
應
酬
紛
忙
︒

日
不
暇
給
︒
雖
然
︒
閣
下
既
篤
志
於
教
育
如
彼
︒
自
今
相
継
︒
毅
然
執
教
壇
牛
耳
︒
則
妹
幸
有
盛
夏
一
月
餘
休
暇
︒
将
欲
赴
貴
国
、

随
閣
下
之
後
、
吐
露
平
生
所
志
、
并
乞
諸
賢
教
︒
是
所
切
望
也
︒
東
洋
各
邦
︒
今
也
属
小
康
︒
興
学
之
舉
︒
唯
此
時
為
爾
︒
閣
下
必

有
所
見
︒
幸
勿
吝
緒
論
︒
至
懇
々
々
︒
匆
々
布
字
︒
專
此
︒
并
頌
萬
福
︒

 

（ 

下
田
歌
子
再
び
拜
し
て
白
す
︒
張
君
及
び
夫
人
閣
下
、
往
年
過
訪
を
辱
ふ
し
、
篳
門　

光
輝
を
生
ず
︒
感
々
︒
近
来
銭
氏
の
女
、

敝
塾
に
来
寓
す
︒
因
り
て
銭
夫
人
と
晤あ

ふ
を
得
︒
仄
聞
す
る
に
貴
夫
人
の
学
問
は
浩
博
、
文
思
秀
発
な
り
︒
妹
欽
慕
し
て
措
く
能

は
ず
︒
銭
氏
に
託
し
、
謹
み
て
一
書
を
呈
す
︒
文
字
拙
陋
、
言　

意
を
尽
く
さ
ず
︒
之
を
諒
さ
れ
ん
こ
と
を
幸
ふ
︒
夫
れ
尊
大
人

の
督
台
、
賢
名
は
夙
に
敝
邦
に
鳴
す
︒
督
台　

鋭
意
日
進
の
学
を
講
じ
、
貴
弟
を
し
て
敝
邦
に
学
ば
し
む
︒
且
つ
其
れ
学
政
を
規

画
す
る
こ
と
、
井
整
と
し
て
法
有
り
︒
文
運
隆
　々

日
に
上
る
︒
是
れ
賀
す
べ
き
也
︒
頃　

又
聞
く
な
ら
く
、
貴
国
の
女
生
徒
、

敝
邦
、
及
び
欧
州
諸
国
に
遊
学
す
る
こ
と
、
逐
次
加
多
な
り
と
︒
是
れ
尤
も
賀
す
べ
き
也
︒
但
だ
此
の
時
、
意
を
加
へ
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
は
、
蓋
し
少
年
学
生
な
り
︒
徒
ら
に
他
邦
の
華
に
眩
み
、
本
国
の
実
を
忘
る
れ
ば
、
則
ち
本
末
失
序
、
主
客
易
位
な
り
︒

妹
謂
へ
ら
く
、
東
洋
女
徳
の
美
、
宇
内
に
冠
絶
た
り
︒
古
今
の
史
籍
の
伝
ふ
る
所
、
班
々
と
し
て
観
る
べ
し
︒
然
る
に
風
気
の
鼓

す
所
、
未
だ
必
ず
本
末
主
客
を
誤
る
者
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
︒
故
に
妹
常
に
以
為
ら
く
、
今
日
女
子
教
育
を
任
ず
る
者
、
東
洋
女

徳
の
美
を
主
と
し
、
加
ふ
る
に
西
欧
科
学
の
智
を
以
て
す
︒
彼
れ
此
れ
混
和
し
、
長
短
相
済
し
、
得
失
互
ひ
に
補
へ
ば
、
則
ち
文

質
彬
々
と
し
て
、
必
ず
観
る
可
き
も
の
有
り
︒
而
し
て
此
の
責
に
任
ず
る
者
、
徳
望
有
り
、
勢
力
有
る
者
を
以
て
、
最
も
宜
し
と

為
す
︒
而
し
て
首
め
に
家
塾
を
設
け
、
其
の
端
緒
を
開
き
、
次
い
で
賢
な
る
女
師
を
聘
し
、
以
て
女
学
を
建
つ
︒
而
し
て
他
日
を

定
め
高
等
女
学
の
基
礎
を
興
す
は
、
是
れ
即
ち
今
日
の
急
務
な
り
︒
夫
れ
貴
国
の
富
強
と
開
明
、
亜
細
亜
全
局
の
興
隆
に
関
す
︒

故
に
妹　

不
肖
と
雖
も
、
一
身
を
挙
げ
、
之
を
教
育
に
竭
く
し
、
以
て
国
家
の
女
学
を
興
さ
ん
の
盛
意
に
答
へ
ん
と
欲
す
︒
才
微

に
し
て
任
重
き
を
独
奈
ん
せ
ん
︒
之
を
公
す
る
に
、
今
也
た
華
族
女
学
を
監
し
、
兼
ね
て
皇
太
子
妃
、
及
び
内
親
王
輔
導
の
大
任

を
帯
ぶ
︒
之
を
私
す
る
に
、
帝
国
婦
人
協
会
及
び
実
践
女
学
に
兼
ね
て
長
た
り
︒
応
酬
紛
忙
、
日
に
暇
給
あ
ら
ず
︒
然
り
と
雖
も
、

閣
下
既
に
志
を
教
育
に
篤
く
す
る
こ
と
彼
の
如
し
︒
今
自
り
相
継
ぎ
、
毅
然
と
し
て
教
壇
の
牛
耳
を
執
る
︒
則
ち
妹
幸
ひ
盛
夏
に

一
月
余
の
休
暇
有
り
、
将
に
貴
国
に
赴
き
、
閣
下
の
後
に
随
ひ
、
平
生
志
す
所
を
吐
露
し
、
並
び
に
諸
賢
教
を
乞
は
ん
と
欲
す
︒
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是
れ
切
望
す
る
所
也
︒
東
洋
の
各
邦
、
今
也
た
小
康
に
属
す
︒
興
学
の
挙
、
唯
だ
此
の
時
に
爾
た
り
︒
閣
下
必
ず
所
見
有
り
、
緒

論
を
吝
す
勿
か
ら
ん
を
幸
ふ
︒
至
懇
々
々
︒
匆
々
布
字
︒
此
を
専
に
し
、
並
び
に
万
福
を
頌
す
︒）

本
書
簡
は
、
か
つ
て
小
野
和
子
「
近
代
日
本
と
中
国
（
三
四
）
―
下
田
歌
子
と
服
部
宇
之
吉
―
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
十
四
巻

四
〇
号
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
十
月
、
三
一
~
三
九
頁
）
に
「
張
氏
書
簡
」
と
し
て
一
部
分
紹
介
さ
れ
た
︒
下
田
歌
子
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
る
長
文
で
あ
る
︒
全
体
の
趣
旨
は
、
董
氏
論
文
の
と
お
り
、
張
之
洞
の
教
育
政
策
を
賛
え
、
女
子
教
育
の
重
要
性
を
共
有

し
、
海
を
渡
り
張
之
洞
と
面
会
を
願
う
も
の
で
あ
ろ
う
︒
但
し
、
翻
訳
書
贈
呈
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
︒

さ
て
、
宛
先
人
は
、
本
当
に
張
之
洞
な
の
か（

（2
（

︒
冒
頭
に
、
先
年
張
氏
夫
妻
が
来
訪
し
た
こ
と
へ
の
謝
辞
が
あ
る
が
、
張
之
洞
は
日
本

を
訪
問
し
て
い
な
い
︒
他
方
、
長
男
の
張
権
（
一
八
六
二
~
一
九
三
〇
、
字
君
立
）
は
、
一
九
〇
〇
年
五
~
八
月
に
来
日
し
て
お
り
、

下
田
歌
子
を
訪
ね
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る（

（2
（

︒
次
い
で
、「
貴
夫
人
」
と
あ
る
が
、
こ
の
と
き
張
之
洞
に
正
妻
は
い
な
い
︒
三
度
妻
を
娶
っ

た
が
、
相
次
い
で
先
立
た
れ
、
以
後
は
正
妻
を
迎
え
な
か
っ
た
と
い
う
︒
加
え
て
、「
尊
大
人
」
は
、
相
手
の
父
に
対
す
る
敬
称
で
あ

る
︒
そ
の
後
に
記
す
業
績
も
張
之
洞
の
も
の
で
あ
る
︒
従
っ
て
、
④
宛
先
人
は
、
張
之
洞
の
長
男
張
権
と
考
え
ら
れ
る
︒

⑤
別
啓
（
別
に
啓
す
）

銭
娘
敏
慧
︒
立
志
極
確
︒
学
科
日
進
︒
尤
可
喜
︒
妹
有
深
望
於
他
日
也
︒
并
報
︒

　

年
月
日

 

（ 

銭
娘
敏
慧
に
し
て
、
立
志
極
め
て
確
な
り
︒
学
科
日
進
す
る
は
、
尤
も
喜
ぶ
可
し
︒
妹　

他
日
に
深
望
有
る
也
︒
並
報
す
︒
年
月

日
）

③
冒
頭
に
触
れ
た
「
銭
娘
」
に
つ
い
て
、
学
習
の
様
子
を
「
並
報
」
す
る
︒
従
っ
て
、
先
述
の
と
お
り
、
④
の
追
伸
と
思
わ
れ
る
︒
文

面
よ
り
下
田
歌
子
が
包
豊
保
を
評
価
し
期
待
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
︒
以
上
、
②
~
⑤
は
、
い
ず
れ
も
一
九
〇
二
年
六
月
頃
に
書
か

れ
、
一
括
し
て
単
士
釐
に
送
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
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以
下
の
二
書
は
、
単
独
で
出
さ
れ
た
短
信
稿
と
み
ら
れ
、
同
一
葉
に
連
続
し
て
並
ぶ
︒
よ
っ
て
、
時
間
順
の
配
列
と
思
わ
れ
る
︒

⑥
呈
銭
夫
人
（
銭
夫
人
に
呈
す
）

前
日
接
芳
翰
︒
承
貴
家
家
族
中
︒
有
罹
疫
遠
逝
者
︒
痛
悼
何
堪
︒
但
願
枉
節
悲
哀
︒
不
致
成
疾
︒
懇
祈
々
々
︒
謹
茲
奉
唁
︒

 

（ 

前
日
、
芳
翰
に
接
す
︒
承
る
に
貴
家
家
族
の
中
に
、
疫
に
罹
り
遠
逝
せ
る
者
有
り
と
︒
痛
悼　

何
ぞ
堪
へ
ん
や
︒
但
だ
節
を
枉
げ

悲
哀
も
て
、
疾
を
成
す
に
致
ら
ざ
ら
ん
を
願
ふ
︒
懇
祈
々
々
︒
謹
み
て
茲
に
奉
唁
す
︒）

丁
寧
な
追
悼
の
言
葉
で
綴
ら
れ
た
弔
文
で
あ
る
︒
管
見
の
限
り
、
単
士
釐
と
下
田
歌
子
と
の
交
際
期
間
に
亡
く
な
っ
た
単
士
釐
の
親
族

は
、
銭
恂
の
義
母
に
し
て
銭
玄
同
（
一
八
八
七
~
一
九
三
九
）
の
母
周
氏
で
あ
る
︒『
銭
玄
同
日
記
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四

年
）
に
は
、
一
九
〇
二
年
「
七
月
初
十
日
、
生
母
周
患
時
症
、
急
痢
竟
日
、
亥
時
卒
︙
︙
九
月
兄
來
湖
掃
墓
（
旧
暦
七
月
十
日
︹
八
月

十
三
日
︺
生
母
周
氏
が
伝
染
病
に
か
か
り
、
急
な
下
痢
が
終
日
続
き
、
亥
の
刻
︹
午
後
九
~
十
一
時
︺
に
亡
く
な
っ
た
︙
︙
旧
暦
九
月
、

兄
が
墓
参
に
来
た
）」
と
記
し
（
四
頁
）、
伝
染
病
で
急
逝
す
る
点
が
、
書
簡
と
一
致
し
て
い
る
︒
ゆ
え
に
、
本
書
簡
稿
は
、
周
氏
の
逝

去
か
ら
間
も
な
い
時
期
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
二
年
八
月
下
旬
~
九
月
あ
た
り
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

⑦
回
銭
夫
人
（
銭
夫
人
に
回
す
）

前
書
奉
嘱
︒
譯
書
局
賛
助
之
件
︒
既
辱
被
諾
︒
感
荷
々
々
︒
妹
親
族
中
亦
深
感
高
誼
也
︒
更
願
将
来
加
庇
護
︒
又
承
︒
尊
臺
欲
来
遊

敝
邦
︒
渡
航
期
在
十
月
下
澣
︒
妹
聞
之
一
日
三
秋
︒
瞻
望
無
已
︒
令
嬢
康
健
依
舊
︒
学
業
益
進
︒
幸
勿
勞
慮
︒
他
付
拜
晤
︒
不
宜
︒

 

（ 

前
書
に
嘱
し
奉
る
︒
訳
書
局
賛
助
の
件
、
既
に
諾
せ
ら
る
る
を
辱
ふ
す
︒
感
荷
々
々
︒
妹
の
親
族
中
も
亦
た
高
誼
に
深
感
す
る
也
︒

更
に
将
来
庇
護
を
加
へ
ら
れ
ん
こ
と
を
願
ふ
︒
又
承
る
に
、
尊
台
敝
邦
に
来
遊
せ
ん
と
欲
し
、
渡
航
の
期
は
十
月
下
澣
に
在
る
と
︒

妹
之
を
聞
き
て
一
日
三
秋
、
瞻
望
已
む
こ
と
無
し
︒
令
嬢
、
康
健
な
る
こ
と
依
旧
の
ご
と
く
、
学
業
益
進
す
︒
労
慮
勿
か
ら
ん
を

幸
ふ
︒
他
は
拝
晤
に
付
さ
ん
︒
不
宜
︒）
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冒
頭
の
「
訳
書
局
」
は
、
董
氏
論
文
に
拠
れ
ば
、
先
述
の
作
新
社
を
指
す
︒
下
田
歌
子
は
、
賛
助
承
諾
へ
の
謝
意
を
示
し
た
︒
銭
恂
は
、

一
九
〇
二
年
春
、
同
じ
く
戢
翼
翬
が
関
与
す
る
訳
書
彙
編
社
に
も
銀
六
十
元
を
寄
付
し
て
い
た（

（2
（

︒

後
段
は
、
単
士
釐
が
旧
暦
「
十
月
下
澣
」
に
来
日
す
る
と
の
報
へ
の
返
答
で
あ
る
︒
下
田
歌
子
は
「
一
日
三
秋
、
瞻
望
無
已
」
と
述

べ
、
再
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
︒
上
述
の
よ
う
に
、
銭
恂
は
一
九
〇
二
年
十
一
月
十
五
日
横
浜
に
到
着
し
て
お
り（

（2
（

、

単
士
釐
も
同
道
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
よ
っ
て
、
本
書
簡
稿
は
、
同
年
九
~
十
月
頃
に
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

以
上
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
清
国
知
友
宛
書
簡
」
よ
り
六
点
を
検
討
し
た
︒
こ
れ
ら
は
、
一
九
〇
二
年
六
月
頃
か
ら
約
半

年
の
間
に
書
か
れ
た
草
稿
と
思
わ
れ
る
︒
文
面
か
ら
は
、
両
者
が
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
単
士
釐
の
親
族
に
つ
い
て
話
題
に
す
る

ほ
ど
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
︒

五　

実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
銭
恂
書
簡
」

こ
の
ほ
か
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
に
は
、
銭
恂
が
一
九
〇
三
年
に
下
田
歌
子
へ
送
っ
た
書
簡
一
通
も
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
︒
本
文
は
便
箋
（
二
十
四
行
、
四
周
双
辺
︒
版
心
下
部
に
「
錢
恂
在
日
本
國
所
譯
録
」
と
あ
り
）
二
枚
に
力
強
く
整
っ
た
楷
書
体

で
綴
ら
れ
て
お
り
、
封
筒
の
裏
書
き
に
「
牛
込
矢
来
町　

銭
恂
」
と
記
す
︒
以
下
に
本
文
を
記
す
（
読
点
は
原
文
に
拠
る
）︒

 

拜
啓
陳
者
、
久
佩　

淑
德
令
譽
、
筆
墨
難
盡
、
昨
年
以
來
、
又
以
豊
子
嬢
蒙
敎
育
之
惠
、
既
感
且
幸
、
時
々
欲
有
所
陳
述
、
然
恂
不
通

貴
邦
語
、
所
欲
白
者
、
又
不
能
使
他
人
傳
譯
、
是
以
罕
親
謦
欬
、
旬
日
以
降
、
時
有
露
西
亜
之
遠
行
、
且
歸
期
遅
滯
、
有
不
能
不
奉

告
者
、
乞
鑒
覽
、
豊
子
嬢
在
帝
國
婦
人
協
會
、
一
个
年
矣
、
質
性
愚
、
不
能
有
所
進
益
、
然
愚
夫
婦
期
望
之
心
、
較
他
人
為
切
、
不
如

其
他
之
中
國
婦
人
一
度
游
貴
國
、
稍
々
學
語
言
、
即
可
翹
異
也
、
寒
家
三
世
以
敎
育
為
業
、
實
非
真
正
敎
育
之
道
、
不
過
用
以
謀
生
而

已
、
今
雖
稍
明
敎
育
之
理
、
然
中
國
敎
育
未
興
、
不
能
驟
讀
、
然
吾
輩
仍
謀
生
而
已
、
欲
謀
生
必
有
謀
生
之
術
、
卻
意
欲
使
豊
子
嬢

稍
々
沾
貴
國
餘
澤
、
以
為
謀
生
之
術
、
而
又
欲
為
期
不
出
三
个
年
、
此
期
限
中
、
必
能
通
一
二
之
實
學
、
如
筭
術
一
門
恐
非
豊
子
所

長
、
其
他
又
不
盡
中
國
現
今
之
用
、
意
止
有
英
語
專
修
、
尚
可
適
用
、
或
再
增
一
二
實
用
之
技
、
乃
為
有
効
、
竊
見
協
會
中
、
於
培
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養
貴
國
女
德
女
學
、
誠
為
周
備
、
然
於
中
國
學
生
、
且
學
生
中
之
豊
子
嬢
稍
覺
遅
緩
、
豊
子
嬢
全
々
恃
大
力
栽
培
、
不
獨
豊
子
幸
、
亦
不

獨
寒
家
幸
、
實
中
國
之
幸
、
所
以
必
堅
求
特
別
計
畫
、
或
如
何
專
脩
敎
授
、
或
如
何
改
入
他
校
、
皆
請
先
生
一
人
代
完
、
俾
此
二
个

年
或
至
三
个
年
之
内
成
一
可
以
適
用
之
材
、
則
感
激
無
已
、
總
之
必
使
豊
子
一
人
、
可
以
自
出
典
所
學
、
以
自
立
謀
生
、
與
他
學
生

不
同
、
則
非
先
生
之
力
不
可
、
願
期
不
遠
、
何
日
可
以
面
賜
意
、
為
敬
聽
復
音
、
不
勝
盼
系
之
至
、
此
仗
先
生
年
來
之
深
愛
、
所
以

盡
吐
肺
腑
、
度
必
蒙
鑒
諒
也
、
臨
緘
不
勝
惶
迫
之
至
、
敬
候　

起
居
萬
福 

 

錢
恂

　

二
月
五
日

下
田
歌
子
様
侍
史

 

（ 

拝
啓　

陳
者
、
久
佩
す
︒
淑
徳
の
令
誉
、
筆
墨
に
尽
く
し
難
し
︒
昨
年
以
来
、
又
豊
子
嬢　

教
育
の
恵
を
蒙
る
を
以
て
、
既
に
感

じ
且
つ
幸
な
り
︒
時
々
陳
述
せ
ん
と
欲
す
る
所
有
り
、
然
れ
ど
も
恂　

貴
邦
語
に
通
じ
ず
、
白の

べ
ん
と
欲
す
る
所
の
者こ
と

、
又
他
人

を
し
て
伝
訳
せ
し
む
る
能
は
ず
、
是
を
以
て
罕
か
に
親
ら
謦
欬
す
︒
旬
日
以
降
、
時
に
露
西
亜
の
遠
行
有
り
、
且
つ
帰
期
遅
滞
し
、

奉
告
せ
ざ
る
能
は
ざ
る
者
有
り
、
鑑
覧
を
乞
ふ
︒
豊
子
嬢　

帝
国
婦
人
協
会
に
在
り
て
、
一
個
年
な
り
︒
質
性
愚
に
し
て
、
進
益

す
る
所
有
る
能
は
ず
︒
然
れ
ど
も
愚
夫
婦　

期
望
の
心
、
他
人
に
較
べ
て
切
な
り
︒
其
の
他
の
中
国
婦
人
の
一
た
び
貴
国
に
遊
び
、

稍
々
語
言
を
学
び
、
即
ち
翹
異
た
る
べ
き
に
に
如
か
ざ
る
也
︒
寒
家
三
世
教
育
を
以
て
業
と
為
す
︒
実
に
真
正
教
育
の
道
に
非
ず
、

用
ふ
る
に
謀
生
を
以
て
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
︒
今
稍
や
教
育
の
理
に
明
る
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
中
国
教
育
未
だ
興
ら
ず
、
驟

読
す
る
能
は
ず
︒
然
し
て
吾
が
輩
仍
ほ
謀
生
す
る
の
み
︒
謀
生
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
必
ず
謀
生
の
術
有
り
︒
却
っ
て
意お
も

ふ
に
豊
子
嬢

を
し
て
稍
々
貴
国
の
余
沢
に
沾
し
、
以
て
謀
生
の
術
を
為
さ
し
め
ん
と
欲
す
︒
而
し
て
又
期
と
為
す
に
三
個
年
を
出
で
ざ
ら
ん
と

欲
し
、
此
の
期
限
中
、
必
ず
能
く
一
二
の
実
学
に
通
じ
ん
と
︒
筭
術
一
門
の
如
き
は
恐
ら
く
豊
子
の
長
ず
る
所
に
非
ず
︒
其
の
他

も
又　

中
国
現
今
の
用
を
尽
く
さ
ず
︒
意
ふ
に
止た

だ
英
語
専
修
の
有
る
は
、
尚
ほ
用
に
適
ふ
べ
し
と
︒
或
ひ
は
再
び
一
二
実
用
の

技
を
増
せ
ば
、
乃
ち
有
効
為
り
︒
協
会
中
を
竊
見
す
る
に
、
貴
国
の
女
徳
女
学
を
培
養
す
る
に
於
け
る
や
、
誠
に
周
備
を
為
す
︒

然
れ
ど
も
中
国
の
学
生
に
於
け
る
や
、
且し
ば

ら
く
学
生
の
中
の
豊
子
嬢　

稍
や
遅
緩
な
る
を
覚
ゆ
︒
豊
子
嬢　

全
々
と
し
て
大
力
な

る
栽
培
を
恃
む
は
、
独
り
豊
子
の
幸
な
ら
ず
、
亦
た
独
り
寒
家
の
幸
な
ら
ず
、
実
に
中
国
の
幸
な
り
︒
必
ず
堅
く
求
む
る
所
以
な

り
︒
計
画
を
特
別
に
し
、
或
ひ
は
専
脩
教
授
す
る
は
如
何
、
或
ひ
は
改
め
て
他
校
に
入
る
る
は
如
何
︒
皆
先
生
一
人
に
代
完
せ
ら
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れ
ん
こ
と
を
請
ふ
︒
俾
く
も
此
れ
二
個
年
或
ひ
は
三
個
年
に
至
る
の
内　

一
に
以
て
適
用
の
材
と
成
る
べ
く
ん
ば
、
則
ち
感
激
已

む
無
し
︒
之
を
総
ぶ
る
に
必
ず
豊
子
一
人
を
し
て
、
以
て
出
典
所
学
よ
り
、
以
て
自
立
謀
生
す
べ
か
ら
し
む
る
は
、
他
の
学
生
と

同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
先
生
の
力　

可
な
ら
ざ
る
に
非
ず
︒
願
は
く
は
遠
か
ら
ざ
る
を
期
し
、
何
れ
の
日
か　

以
て
面
し
て
意

を
賜
ひ
、
敬
聴
を
為
す
可
き
を
︒
復
音
あ
ら
ば
、
盼
系
の
至
り
に
勝
へ
ず
︒
此
れ　

先
生
年
来
の
深
愛
に
仗
り
、
尽
く
肺
腑
を
吐

す
所
以
な
り
︒
必
ず
鑑
諒
を
蒙
ら
ん
を
度
る
な
り
︒
緘
に
臨
み
て
惶
迫
の
至
り
に
勝
へ
ず
︒
敬
候　

起
居
万
福　

銭
恂　

二
月
五

日　

下
田
歌
子
様
侍
史
）

銭
恂
は
、
こ
れ
ま
で
包
豊
保
が
受
け
た
教
育
に
対
し
感
謝
を
述
べ
た
あ
と
、
銭
恂
、
単
士
釐
夫
妻
が
近
日
中
に
ロ
シ
ア
へ
向
け
出
発
す

る
こ
と
、
留
守
中
の
包
豊
保
の
教
育
を
下
田
歌
子
に
全
面
的
に
託
し
た
い
こ
と
、
そ
の
教
育
期
間
は
二
~
三
年
、「
謀
生
」
す
な
わ
ち
生

計
を
立
て
る
の
に
必
要
な
実
用
的
学
問
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
、
出
発
前
に
面
会
し
た
い
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
︒
夫
妻
が
東
京
を
発
っ

た
の
は
、
一
九
〇
三
年
三
月
十
五
日
（
旧
暦
二
月
十
七
日（
（2
（

）
で
、
書
簡
末
の
日
付
「
二
月
五
日
」
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
︒
先
述
の
と

お
り
、
夫
妻
は
包
豊
保
を
東
京
か
ら
関
西
ま
で
同
道
し
、
実
践
女
学
校
で
学
ぶ
姿
勢
を
諭
し
た
う
え
で
東
京
に
戻
し
た
︒
単
士
釐
が
こ

の
こ
と
を
『
癸
卯
旅
行
記
』
に
記
し
た
の
は
、
下
田
歌
子
へ
報
告
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い（

（3
（

︒

六　

実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
張
之
洞
書
蹟
」

さ
て
、
下
田
歌
子
の
書
簡
と
そ
の
熱
意
は
「
張
氏
」
の
も
と
に
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
︒
そ
の
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
資
料
、
実
践
女
子

大
学
図
書
館
所
蔵
「
張
之
洞
書
蹟
」
が
あ
る
︒
縦
一
五
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
八
・
五
セ
ン
チ
ー
メ
ー
ト
ル
（
紙
幅
は
、
縦

一
二
八
・
〇
セ
ン
ト
メ
ー
ト
ル
、
横
三
一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
扁
額
で
、
贈
呈
及
び
額
装
の
時
期
は
不
明
で
あ
る（

（3
（

︒

「
化
行
俗
美
賢
才
衆
多
（
化
行
は
れ
俗
は
美
に
し
て
、
賢
才
衆
多
な
り
）」
と
右
か
ら
左
へ
堂
々
と
し
た
筆
致
で
大
書
さ
れ
、
左
端
に

「
張
之
洞
」
の
署
名
、
落
款
「
無
競
居
士
（
張
之
洞
の
号
）」
が
あ
る
︒
こ
の
八
字
は
、
朱
熹
『
毛
詩
集
伝
』
国
風
（
周
南
）
の
「
兎
罝
」

に
あ
る
︒
文
王
の
徳
化
に
よ
っ
て
人
民
の
生
活
が
安
定
し
、
市
井
に
数
多
の
賢
才
が
育
つ
こ
と
を
言
う
︒
実
践
女
学
校
の
前
身
、
桃
夭

単
士
釐
一
家
と
下
田
歌
子
と
の
交
流
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女
塾
の
出
典
「
桃
夭
」
は
、「
兎
罝
」
の
直
前
に
あ
る
︒
明
治
の
女
子
教
育
に
尽
力
し
た
下
田
歌
子
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
相
応
し
い
辞
句

と
言
え
よ
う
︒

お
わ
り
に

以
上
、
単
士
釐
一
家
と
下
田
歌
子
の
交
流
に
つ
い
て
、
単
士
釐
詩
及
び
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
資
料
を
も
と
に
考
察
し
た
︒
両

者
の
交
流
は
、
一
九
〇
一
年
に
単
士
釐
の
長
男
の
妻
包
豊
保
が
実
践
女
学
校
に
入
学
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
、
一
九
〇
六
年
秋
に
単
士

釐
が
日
本
を
離
れ
る
ま
で
続
い
た
︒
下
田
歌
子
の
書
簡
稿
は
、
一
九
〇
二
年
六
~
十
一
月
頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
、
頻
繁
に
書
簡
を
往

復
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
︒
夫
銭
恂
も
、
翌
春
下
田
歌
子
へ
書
簡
を
送
っ
て
い
た
︒
ま
た
、
下
田
歌
子
は
、
張
之
洞
の
長
男
張
権
宛

の
書
簡
を
、
単
士
釐
に
託
し
た
︒
張
之
洞
か
ら
下
田
歌
子
へ
扁
額
が
贈
ら
れ
た
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

漢
学
者
の
家
庭
に
育
ち
明
治
期
の
女
子
教
育
を
牽
引
し
た
下
田
歌
子
と
、
当
代
き
っ
て
の
才
媛
に
し
て
清
国
留
学
生
監
督
夫
人
の
単

士
釐
︒
素
養
や
価
値
観
、
年
齢
の
近
い
両
者
は
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
、
相
互
に
敬
意
を
持
ち
つ
つ
親
し
く
交
際
し
た
︒
下
田
歌
子
が

清
国
女
子
留
学
生
受
け
入
れ
を
決
意
し
た
要
因
の
一
端
は
、
単
士
釐
と
の
邂
逅
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

注

（
1
）  

銭
恂
は
、
浙
江
省
湖
州
府
帰
安
県
の
人
︒
幼
名
は
学
嘉
︒
号
は
、
蹞
歩
主
人
、
受
茲
堂
主
人
、
積
蹞
歩
齋
な
ど
︒
一
八
八
七
（
光
緒
十

三
）
年
、
薛
福
成
の
下
で
天
一
閣
楼
蔵
書
目
録
編
纂
に
携
わ
り
、
欧
州
各
地
の
公
使
館
に
勤
務
︒
帰
国
後
は
、
張
之
洞
（
一
八
三
七
~
一

九
〇
八
）
幕
下
に
移
り
、
一
八
九
八
年
に
留
学
生
監
督
と
し
て
初
来
日
、
た
び
た
び
日
中
間
を
往
復
、
ロ
シ
ア
へ
長
期
出
張
し
た
︒
一
九

〇
七
年
オ
ラ
ン
ダ
、
翌
年
イ
タ
リ
ア
大
使
（
出
仕
大
臣
、
一
九
〇
九
年
離
任
）︒
著
書
に
『
重
斠
唐
韻
攷
』、『
壬
子
文
瀾
閣
所
存
書
目
』、

『
二
二
五
五
疏
』
な
ど
︒
そ
の
経
歴
は
、
高
木
理
久
夫
編
、
呉
格
訂
「
銭
恂
年
譜
（
増
補
改
訂
版
）」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六

十
号
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
八
~
一
九
五
頁
）
に
詳
し
い
︒
本
稿
は
、
話
題
が
清
、
日
本
、
西
欧
の
複
数
国
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
基
本
的
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に
西
暦
を
用
い
、
適
宜
元
号
を
付
す
︒

（
2
）  

単
士
釐
は
、
浙
江
省
蕭
山
の
人
︒
字
は
蕊
珠
、
号
は
受
茲
︒
父
の
恩
溥
（
字
吉
甫
）
は
一
八
六
二
（
咸
豊
十
二
）
年
の
挙
人
、
嘉
興
県

学
の
教
諭
︒
一
八
八
四
年
、
銭
恂
の
後
妻
と
な
る
︒
夫
の
日
本
赴
任
以
降
の
約
十
年
間
、
日
本
や
欧
州
各
地
に
赴
い
た
︒
詩
文
に
長
じ
、

『
受
茲
室
詩
稿
』・『
癸
卯
旅
行
記
』・『
清
閨
秀
正
始
再
続
集
』・『
清
閨
秀
藝
文
略
』
の
ほ
か
、
下
田
歌
子
『
家
政
学
』・
永
江
正
直
『
女
子

教
育
論
』
の
漢
訳
も
あ
る
︒
単
士
釐
の
文
学
活
動
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
蕭
燕
婉
「
単
士
釐
と
日
本
―
『
受
茲
室
詩
稿
』
と
『
癸

卯
旅
行
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
〇
七
年
、
九
二
~
一
〇
六
頁
）・「
単
士
釐
と
ロ
シ
ア
―
一
九

〇
四
年
の
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
中
心
に
―
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
一
九
~
一
三
二
頁
）、
劉
又
瑄
『
一
位

近
代
女
性
啓
蒙
者
的
身
影
―
單
士
釐
（
一
八
五
八
―
一
九
四
五
）
作
品
研
究
―
』（
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
劉
甜

甜
「
單
士
釐
的
文
學
創
作
與
文
學
活
動
」（
曁
南
大
学
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
九
年
、
以
下
「
劉
氏
論
文
」
と
略
称
）
な
ど
が
あ
る
︒
拙

稿
「
単
士
釐
が
来
日
初
期
に
見
た
風
景
―
『
受
茲
室
詩
稿
』
を
手
が
か
り
に
」（『
文
学
研
究
』
第
一
一
八
輯
、
九
州
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
院
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
一
~
三
八
頁
）、「
単
士
釐
の
出
逢
っ
た
日
仏
の
女
性
た
ち
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
五
十
号
、
二
〇

二
一
年
、
二
二
七
~
二
四
四
頁
）
ほ
か
参
照
︒

（
3
）  

長
男
の
銭
稲
孫
は
、
銭
恂
と
単
士
釐
の
長
男
︒
父
に
随
い
日
本
へ
留
学
、
慶
應
幼
稚
舎
な
ど
で
学
び
、
欧
州
へ
も
随
行
︒
中
華
民
国
教

育
部
勤
務
を
経
て
、
清
華
大
学
教
授
と
な
り
、
日
本
人
留
学
生
の
目
加
田
誠
博
士
ら
を
自
邸
に
寄
寓
さ
せ
た
︒
戦
後
、
漢
奸
と
し
て
有
罪

と
な
る
︒
万
葉
集
や
志
賀
直
哉
作
品
な
ど
多
く
の
日
本
文
学
を
翻
訳
し
た
︒

（
4
）  

女
性
学
、
教
育
学
方
面
の
研
究
に
は
、
谷
川
栄
子
「『
癸
卯
旅
行
記
』
に
見
ら
れ
る
銭
単
士
厘
の
女
性
観
」（『
国
際
関
係
研
究
』
第
二
二

巻
第
四
号
、
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
、
二
七
一
~
二
九
〇
頁
）、
黄
湘
金
「
從
『
江
湖
之
遠
』
到
『
廟

堂
之
高
』—
—

下
田
歌
子
『
家
政
學
』
在
中
國
―
」（『
山
西
師
大
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
〇
七
年
第
五
期
、
山
西
師
範
大
学
、
八

八
~
九
二
頁
）、
韓
韡
「
清
末
に
お
け
る
下
田
歌
子
著
『
新
選
家
政
学
』
の
翻
訳
・
出
版
に
つ
い
て
」（『
言
葉
と
文
化
』
第
一
五
号
、
名
古

屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
日
本
言
語
文
化
専
攻
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
~
二
九
頁
）、
孫
長
亮
「
清
末
期
中
国
に
お
け
る
日
本

女
子
教
育
の
受
容
―
単
士
厘
、
厳
修
、
張
謇
の
日
本
視
察
に
着
目
し
て
―
」（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第

四
六
号
、
二
〇
一
八
年
、
二
六
一
~
二
八
二
頁
）
な
ど
が
あ
る
︒
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（
5
）  

東
条
琴
台
は
、
江
戸
生
ま
れ
︒
師
で
あ
る
大
田
錦
城
の
高
弟
平
尾
他
山
の
婿
養
子
と
な
る
も
、
思
想
の
不
一
致
か
ら
江
戸
へ
出
奔
、
離

縁
し
て
復
姓
し
た
︒
著
書
に
『
先
哲
叢
談
』
な
ど
︒
こ
の
う
ち
『
伊
豆
七
島
図
考
』
が
出
版
禁
止
と
な
り
、
明
治
維
新
ま
で
越
後
高
田
藩

に
幽
閉
さ
れ
た
︒
維
新
後
は
明
治
政
府
に
出
仕
し
た
︒

（
6
）  
『
下
田
歌
子
先
生
伝
』（
故
下
田
校
長
先
生
伝
記
編
纂
所
、
一
九
四
三
年
）
四
二
六
~
四
二
七
・
七
五
六
頁
、『
実
践
女
子
学
園
八
十
年

史
』（
実
践
女
子
学
園
、
一
九
八
一
年
）
九
九
頁
参
照
︒

（
7
）  

前
掲
『
下
田
歌
子
先
生
伝
』
四
二
六
~
四
二
九
頁
、
広
井
多
鶴
子
編
著
『
下
田
歌
子
と
近
代
日
本
―
良
妻
賢
母
論
と
女
子
教
育
の
創

出
―
一
八
五
四
―
一
九
三
六
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
一
年
）
三
三
七
頁
参
照
︒

（
8
）  

石
井
洋
子
「
辛
亥
革
命
期
の
留
日
女
子
学
生
」（『
史
論
』
第
三
六
集
、
東
京
女
子
大
学
読
史
会
、
一
九
八
三
年
）
三
二
頁
、
周
一
川
『
中

国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
六
頁
、
前
掲
拙
稿
「
単
士
釐
が
来
日
初
期
に
見
た
風
景
」
二
六
~
二

七
頁
参
照
︒

（
9
）  

前
掲
『
下
田
歌
子
と
近
代
日
本
―
良
妻
賢
母
論
と
女
子
教
育
の
創
出
―
一
八
五
四
―
一
九
三
六
』
三
三
八
頁
参
照
︒

（
10
）  

陳
彦
安
は
、
章
宗
祥
（
一
八
七
九
~
一
九
六
二
）
の
妻
︒
一
九
一
六
年
に
公
使
夫
人
と
し
て
下
田
歌
子
を
再
訪
し
た
︒『
下
田
歌
子
先
生

伝
』（
故
下
田
校
長
先
生
伝
記
編
纂
所
、
一
九
四
三
年
）
巻
頭
口
絵
一
七
頁
参
照
︒
章
宗
祥
は
、
こ
れ
よ
り
先
に
日
本
へ
留
学
し
、
第
一
高

等
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
、
の
ち
に
袁
世
凱
政
権
の
大
理
院
院
長
や
司
法
総
長
、
段
祺
瑞
内
閣
の
司
法
総
長
兼
農
商
総
長
を
歴
任

し
た
︒

（
11
）  

前
掲
『
下
田
歌
子
先
生
伝
』
三
九
八
~
四
〇
一
頁
、
前
掲
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』
一
〇
〇
~
一
〇
一
頁
参
照
︒

（
12
）  

復
旦
大
学
図
書
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
︒ （
日
本
）
下
田
歌
子
著  （
清
）
錢
單
士
譯
述
『
家
政
學
』
二
巻
、
一
函
二
冊
、
鉛
印

本
︒
索
書
号
=
八
六
〇
〇
〇
九
（
一
九
〇
三
年
刊
）、
八
六
〇
〇
一
一
（
一
九
〇
二
年
刊
）︒U

R
L=http://w

w
w.library.fudan.edu.cn/

、
最

終
確
認
日
=
二
〇
二
二
年
七
月
十
五
日
︒
後
述
の
と
お
り
、
復
旦
大
学
図
書
館
は
、
単
士
釐
詩
集
（
手
稿
）
二
組
も
蔵
す
る
︒

（
13
）  

単
士
釐
の
詩
作
集
と
し
て
、
①
羅
守
巽
所
蔵
『
受
茲
室
詩
稿
』
三
巻
（
陳
鴻
祥
校
点
、
湖
南
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
六
年
︒
以
下
「
湖

南
文
藝
本
」
と
略
称
）、
②
復
旦
大
学
図
書
館
所
蔵
『
受
茲
室
詩
鈔
』、
③
復
旦
大
学
図
書
館
所
蔵
『
受
茲
室
学
吟
稿
』、
④
遼
寧
省
図
書
館

所
蔵
『
受
茲
室
詩
鈔
』（
李
雷
輯
校
『
清
代
閨
閣
詩
集
萃
編
』
第
九
冊
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
、
五
三
〇
五
~
六
五
頁
、
後
半
部
分
は
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①
の
転
載
︒
以
下
「
中
華
書
局
本
」
と
略
称
）
の
四
種
︒
こ
の
ほ
か
、
前
掲
劉
氏
論
文
の
附
録
三
に
「
陳
鴻
祥
『
受
茲
室
詩
稿
』
未
收
詩

作
」
が
あ
る
︒
本
稿
は
、
④
中
華
書
局
本
を
底
本
と
す
る
︒

（
14
）  
点
校
本
に
楊
賢
校
点
、
湖
南
文
藝
出
版
社
走
向
世
界
叢
書
、
一
九
八
一
年
刊
（
以
下
『
癸
卯
旅
行
記
』
と
略
称
）
な
ど
︒
国
内
で
は
、

鈴
木
智
夫
訳
註
『
癸
卯
旅
行
記
訳
註
―
銭
稲
孫
の
母
の
見
た
世
界
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
︒
以
下
『
癸
卯
旅
行
記
訳
註
』
と

略
称
）
が
あ
る
︒

（
15
）  

『
癸
卯
旅
行
記
』
三
一
頁
参
照
︒

（
16
）  

中
華
書
局
本
は
「
徴
」
と
作
る
が
、
湖
南
文
藝
本
に
従
い
「
徽
」
を
採
り
「
徽
音
（
名
声
）」
と
解
釈
し
た
︒

（
17
）  

杜
甫
の
詩
「
詠
懐
古
跡
五
首　

其
五
」
初
句
に
「
諸
葛
大
名
垂
宇
宙
」
と
あ
る
︒

（
18
）  

『
史
記
』
巻
六
「
秦
始
皇
本
紀
」
二
十
八
年
に
「
既
已
、
齊
人
徐
市
等
上
書
、
言
海
中
有
三
神
山
、
名
曰
蓬
萊
、
方
丈
、
瀛
洲
、
僊
人
居

之
︒
請
得
齋
戒
、
與
童
男
女
求
之
︒
於
是
遣
徐
市
發
童
男
女
數
千
人
、
入
海
求
僊
人
︒」
と
あ
る
︒「
徐
市
」
は
徐
福
︒

（
19
）  

李
宗
棠
（
一
八
七
〇
~
一
九
二
三
）
は
、
一
九
〇
一
~
〇
八
年
の
間
に
九
度
来
日
し
て
、
日
本
の
学
校
教
育
事
情
を
視
察
し
た
︒
こ
の

間
、
下
田
歌
子
と
し
ば
し
ば
面
会
し
、
実
践
女
学
校
と
女
子
工
芸
学
校
を
視
察
し
、
織
物
な
ど
を
贈
っ
た
︒
書
簡
は
こ
の
贈
答
に
対
す
る

謝
礼
︒
巻
頭
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
っ
と
も
早
期
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒
鄭
素
燕
「
李
宗
棠
對
日
本
國
民
性
的
認
知
述
論
」（『
安
慶

師
范
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
二
一
年
第
六
期
、
安
慶
師
範
大
学
、
二
五
~
二
九
頁
）
ほ
か
参
照
︒
当
該
書
簡
は
、
単
士
釐
一
家

と
直
接
関
係
し
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
検
討
し
な
い
︒

（
20
）  

董
氏
論
文
四
二
頁
参
照
︒

（
21
）  

『
癸
卯
旅
行
記
』
三
月
四
日
（
陽
暦
四
月
一
日
、
三
一
頁
）
参
照
︒
訓
読
は
『
癸
卯
旅
行
記
訳
註
』
三
六
頁
に
拠
る
︒

（
22
）  

「
銭
恂
年
譜
（
増
補
改
訂
版
）」
一
五
三
~
一
五
四
頁
参
照
︒

（
23
）  

董
氏
論
文
四
三
頁
参
照
︒

（
24
）  

前
掲
「
清
末
に
お
け
る
下
田
歌
子
著
『
新
選
家
政
学
』
の
翻
訳
・
出
版
に
つ
い
て
」
一
六
頁
参
照
︒

（
25
）  

董
氏
論
文
四
一
~
四
三
頁
、「
第
二
節　

湖
広
総
督
・
張
之
洞
へ
の
贈
書
」
参
照
︒

（
26
）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
〇
年
五
月
十
八
日
朝
刊
一
頁
「
清
国
人
の
来
遊
」、『
読
売
新
聞
』
同
年
八
月
二
十
八
日
朝
刊
二
頁
「
張
之
洞
令
息
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の
帰
国
」、「
張
氏
招
待
會
」（『
東
亜
同
文
会
第
九
回
報
告
』、
東
亜
同
文
会
、
一
九
〇
〇
年
七
月
、
十
一
頁
）、
李
廷
江
編
『
近
衛
篤
麿
と

清
末
要
人
―
近
衛
篤
麿
宛
来
簡
集
成
―
』（
原
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
四
一
一
~
四
一
二
頁
ほ
か
参
照
︒
張
権
の
来
日
期
間
、
し
ば
し

ば
張
権
に
随
行
す
る
銭
恂
の
記
録
が
見
え
る
︒

（
27
）  
「
壬
寅
年
本
編
賛
助
員
芳
名
録
」（『
訳
書
彙
編
』
第
二
年
第
一
期
、
訳
書
彙
編
社
、
一
九
〇
二
年
四
月
）
参
照
︒

（
28
）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
二
年
十
一
月
十
七
日
朝
刊
二
頁
「
湖
北
留
学
生
の
来
着
」
に
、「
一
昨
日
午
後
上
海
よ
り
帰
港
せ
し
神
戸
丸
に
て

清
国
湖
北
の
留
学
生
三
十
三
名
三
品
衘
知
府
銭
恂
氏
監
督
の
下
に
来
着
し
た
り
」
と
記
す
︒

（
29
）  

前
掲
『
癸
卯
旅
行
記
』
二
三
頁
参
照
︒

（
30
）  

こ
の
直
後
（
一
九
〇
三
年
四
~
七
月
）、
包
豊
保
は
他
の
女
子
留
学
生
と
と
も
に
、
下
田
歌
子
の
意
に
叛
き
「
拒
俄
運
動
」（
ロ
シ
ア
の

清
国
侵
攻
に
抗
議
す
る
学
生
運
動
）
に
参
加
し
た
︒
前
掲
『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』
六
六
~
六
八
頁
参
照
︒

（
31
）  

字
句
は
、
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
二
〇
〇
六
年
度
展
覧
会
「
下
田
歌
子
と
中
国
―
清
国
留
学
生
部
を
中
心
に
―
出
品
目

録
―
」
参
照
（U

R
L=https://w

w
w.jissen.ac.jp/kosetsu/exhibits/archive/h18/2006_1_2.htm

l

、
資
料
番
号
=
十
一
、
最
終
確
認
日
=

二
〇
二
二
年
七
月
十
五
日
）︒
寸
法
は
、
二
〇
二
二
年
二
月
に
実
践
女
子
大
学
図
書
館
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
︒

※
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP20K12947

の
助
成
を
受
け
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も
の
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す
︒
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